
硅石　豊：動きの質麟糞量二をめざしたとび籏授業に醸する一一考察 魏

動きの質的向上をめざしたとび箱授業に関する一考察

一小山一五教諭の実践を中心として一

白　石 豊儲械運動

亙　はじめに

　群春のあるllll，難羅小学校の小山一、琶先生が私

の醗究箋iに誌ねてこられた。来訪の主濤は，以薦，

私が書いた5とび箱運動の教韓と教具の理論序説

一なぜ’とび寒奮をとびこさせなけれ1まならないか一」

という捲論轡を読まれ，ただ跳ばせればこと足れ

りとする㌘蓬来のとび筆意垂受業ではなくて，　もっと違

った形でとび箱運聾を教秘化できないものだろう

かということであった。

　教育披講法則化運覇の旗手である内密洋…氏の

とび箱婁1銭1こ代表されるように，たし力縫二これま

でのとび籍運動の授業においては，とび籍を跳び

越えさせることをまず第一のねらいとするものが

多く疑られた。そして跳ばせた後は，より難しい

課題を克駿させるべきだと考え，もっと高いとび

籍へ挑戦させたり，あるい麟騨鍵びができたら，

次は閉騨跳びや合一■駈前転をやりなさいといった具

合いに，驕の跳び方を捲示するのが一般的である。

　器械運動が克毅スポーツであると達べられた指導

要領を懸解して，より囲難な物躍的障害（高いと

び箱〉を跳び越す（克賑する！ことだけに，とび

箱運麟の発展方向を求めるようなお肇琶末な委受業は

論外としても，またぎこすような闘聯跳びでとび

箱を跳べたら，今虜ますぐに閉騨跳譲こという単

純な緩式も，一つひとつの運勇に発られる驚くほ

ど多様な質の嚢界を知る者には，なんとも寒々と

した授業として醤に鹸：ることになろう。

　こうした授業では，とび箱運動における‘‘よポ）

難しい7’ということの愚昧が，ある先入観をもっ

て玉筆解されていると害わざるをえない。雛彗攣跳び

という一つの差支をとっても，　違≦動経邊の質嚢勺な鰻琶

1奮1こ注震すれば，その実擁三具合いによって，いく

らでもやさしくも難しくもなるという視点が欠落

しているのであるe

　禽幽氏1ま，「よシ）高いとび籍を跳ばせるような

指導は，きわめて未熟な（あるいは無難な）教齢

のやることだゴと手厳しく撰：半llしている　18，玖

登鱗。　しかし，氏自身が自縷される整｝導法そのも

のが，ある一一定の長さのとび籍を跳びこさせるた

めのものであるという，すなわち，麹理的な障害

物を乗り越えさせようとするレベルでは，なんら

変わ彗はないということにどうして気づかないの

であろうか。

　講撫氏の餐善導法はか　とび箱を渓羅華跳びで跳びこ

せない子供を，できる唐綴痒繊：跳ばせようと

するために考えられた方法である．しかしながら，

たとえば望一誓ッノくで，支季寺跳躍避藝垂髫の授業の嚢祭

によく穫1われるノくックを教具として鐸窪いれば，ど

んな子でもそれを醗攣拳跳びで跳びこなすことであ

ろう。麟稿の繰弩返しになるが，とび籍運動の授

業では，葬［1鴬釣な運聾形態の支持跳躍運嚢を，

子どもたちに身につけさせるのが第iのねらいであ

る。したがって，とび箱はあくまでもそのための

教具の一つであ彗，決して乗り越えさせなければ

ならない目標ではないのである。

　こうした点を背景にして私たち1ま，「跳ばせる

だけのとび箱授業」から．ヂもっと上手に跳べる

とび箱授業遜を構想したのである、この授業箋銭

の内容については，授業者である小由氏轟身が，

本紀要に詳綴に遠べられているので参照されたい。

したがって本稿は，小由氏の授業実践以下，小

戯実践と略す1の内容を逐一取雑上げて考察して

いくものではないことを，まずはじめに籔って

おかなければならない。むしろ，器械運動の運嚢

学的ならびに方法学的な立場から，小出実践に嬉

して検講を擁え，従来の実践との箆較の中で、その

意味づけを行おうとするものである。このために

もまずわれわれは，海鐵氏の提示した一つの隅題

に立ち戻らなくてはならないσ

　　　　　　　　　　　むん　　お　　　　かん　　む
簸　体育指導にお纏るヂ見の鐵とド観の賜

（鈴　運動を‘‘みる”ことの意殊

　吃び箱が違金壷べられて闘騨跳びが始まる。

活発な男の子がいて，格好を付けて跡毒し，バン
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と大きく髪沓み竜弩って」得意1デに跳んでいる。

　多くの子は，どきどきしながら顯番を篠ち，磁

をくいしばって勤走して，跳び拳冬ってほっとした

表鋳を示す。

　はじの方のとび籍では，跳べない子が韓人か練

習していて，どの子もとび箱にすわってしまって

いる。

　学縁によっては，走ってきて一度重まり，　ちょ

っと生まってからおずおずととび箱に手をのばし，

ちょこんとすわる子も艶られる。

　饗本中どこでも晃られる光景である。購聯跳び

の指導を語るなら，このありふれた光景の中から

で琴が見えるのかが鷺題となる。

　これ慧実践的で具体的な開題である。教麟の技

量1こよって，見えかたに差がつくからだ。学級の

中に，3名も尊名も跳べない子がいる教締には，

おそらく｛響も見えまい。

　このあ馨ふれた光景の中から，郷巻鷺題として

とらえ，｛薯を指導すべきなのか。雲　（8，P．ii7）

　これは食出氏の著霧「跳箱は誰でも跳ばせられ

る涯の一筋である。私1まかってi纏論の中で，氏の

熱・むな指導を評｛慰しつつも，　ある叢莞季冬にはまった

とび籍を跳び越すだけを第一義とするような，わ

が蟹に根強く残っている霞態俄然としたとび籍授

業の舞1題点を孝醤擁した。とび箱を乗り越えるべき

障害鞠と考え，それを跳び越させることだけに指

導のねらいを置くのであれ1ぎ，　鋒彗嚢婁氏の提謬毒した

方法は，たしかに熱果的な方法の一つであるとい

えよう。

　しかしながらとび箱運動の本質を，手足の交互

牲をベースとした支持跳躍運嚢（S灘舵S群融解瞬

ととらえるならば，指導の醸欝は，まずもってこ

の葬嚢鴬的な運動そのものを子どもたちにどうや

って身につけさせるのかということが前景に立つ

べきである。とび箱で跳1案う寿ぐノk、馬を跳1…奮う；ザ，

羅輝跳び綜滋総磁e灘r囎g／であることに鰐ら変

わりはないので』ある。

　鶴山氏は，先ほどのとび箱指導の描写を受けて，

次のように続けている。

　「私は羨述の光景の中から，競とび箱指導の本

質懇として4．薫を考えるα

A　得意そうに跳んだ子をどうするか

8
C
P

必死で跳んでいる多くの子をどうするが

とび籍の圭：にすわってしまう一子をどうするか

とび箱の前で慮まってしまう子をどうするか

鯵87奪3葺

　野縫輝跳びの授業の本質について，郷ごとかを

語ろうとするなら，この逢点にふれなくては1なら

ない。逢つの背景はすべて異なる。

　この嵯点が見える人1ま少ない。特に，Cと£）1ま

どこがちがうのか見惑がつかない人がほ1とんどで

あろう　（ここまで薩売んでCと亙）のちがいが分かる

入に，私は老・から敬意を払う。　全嚢を跳ばせた

経験を簿顯かつみ重ねて，締めて蔓）は見えてくる

のである　（そうでないとCと£〉1ま講ご1こ見える／、

（中聯

　次に，汽BC鯵の逢点についての私誇考えを遠
べる。

真　得意そうに跳んだ子には，まず購確にして藪

　麟とした否定的評憾をすべきである。高さだけ

　を競わすような未熟な能いうよ弩無知な／蚤

　導から，こういう子はうまれる。垂ナズム・しな

　やかさなど，全体グ）銚きを「美しさで」とらえ

　る視点、が必要なので’ある。

蓼　一一入ひとりにその場合で綴甥な叢羅を与え，次

　の動きを振示するような振導が必要である。そ

　の蓄讐承も，｛舞え1ぎゼすずめのように跳びなさい」

　1灘一ザ㍉デメート移）のようにイメージを重

　点とした，選び抜かれた書葉毒ぜい静、

　　懸懸llに評慰し，指示を与えることは，i，2

　年で身につけられる技量ではな群。潤えば，ク

　ラス全員1の蒲まわりをテi蓼種類でもi5種類にで

　も分僻して害えるカとか，倒立からの蔚まわり

　程度の指導ならすぐに善うべき言葉が簿種類も

　出てくるとか，そういう披講を実践の中で体得

　した教額だけにできることなのである。

C　これはぜ全員を跳ばせる技術」が必要であ琴，

　すでに逮べている。

参　獅とび籍の醜で窪まる子」は，Cの「跳べな

　い・子」と1霧馨に見える窃だが理密は全然ちがう。

　「Pの止まる子ゴは「連覇と運勇の連結涯がで

　きないのが原霞である。つまり輪1慈動作ができ

　ないのである／縫えば．ケンパー，なわ跳びが

　でぎない）。多くは障害髭である。

／中略／

　以上に透べた逢つの振導披講の難易は轟むでは

ない。参考のために，露碁将棋の段級位に鰐える。

　鳥の得意そうな子への振導は，初段程度であろ

う。熱心な努力の3年程度のカである。

　8の纒甥の評緬と捲示は講段の讐を必要とする。

その嘉みは灘享）知れないが，聾やすとしては苦節
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欝年の精進である。

　Cの場合を跳ばせる披講は欝縁程度で売分であ

る。もっと低く，擁心者程度でもいい曇

　亙〉の協癒動繹の指導について段｛立1まいえない。

指導法が未鱒振でありこれから始まるのである」

（8，P．i亙8以ギ〉。

　以上のことから瞬らかなように，自由式とび箱

書藝導桑蚕というのは，　Cのとび筆篠にすわってしまう

子をどうするかのための方法である。氏慧この方

法1こ至るまでの経連を遠べた後で，ヂ私の欝欝鐸跳

び指導の場合，……それが技縛葬とできたの1ま匿見

る基準誤があったからである盛　といっている。鯵璽

tl圭氏は，見るということを，ある瓢擁ま見えるとい

うことをさかんに強講ずる。さらに肇翼嚢氏1ま，寄書

L購…舞王氏の匿近代科学を越えて善の中からフラ

ンスの科・学的犯罪操作を教える学校の教室にかか

げられているゼ銀は，それが探し求めているもの

以外はみることができない。探し求めているもの

は，もともと心の中にあったものでしかないのを

琴籍馨し，　これに続鯵て青書、圭ン氏の「われわれ大霜暮の

認識慧，なんらかの理譲的概念粋なしには行わ擬

得なも㌔認識とは，凝念枠を養ってデーターを薦

みとり選びとることである」を受けて，私が「跳

箱指導の方法を蓬論銘したのは，罫凝念枠薯を使

って罫データーを澱みと鞍選びとる譲ことをした

ためである」と遽べている（8，P．鎗6以下／。

　確かに見るということは単幕電ではなも㌔まし

て一一瞬の溺に流れ去って，厳密な意味では二度と

購蓼ことは繰り返されることのない運鶉を晃，そ

してその中から運動の本質的な徴表をとらえよう

とするのであれば，ただ漫然と子どもたちの運嚢

を眺めていたところで，そこから指導に必要な簿

ものも読み取ることはできない。見るということ

は，ある“舞ゴ歩に支えられた，極めて探索的で，

選択的な行為なのである。この視覚の選採種につ

いてアルンハイムは，「視覚は，憂塾的に記録す

るのではなく，積極的毒二探索するものだという点

で，写真機のカメラとは1ちがう。視覚尋まミ主意を瞬

くものに精力を集中する点で，高度に選探的であ

るだけでなく，もののあつかい方の点でも選課的

である。カメラは1こまかいところまで全部，燐む

ような忠実さでうつすが，観覧はそうではない。」

と議絹している（i，P．57）。

　さて，喬毒氏は氏自身であげた麟遜の護つの

光景から，いったい縁を見たのであろうか。氏

はCの場合のように，とび籍の、しにすわってしま

うような子が跳べない籐轡として，「駿を支点と

した｛本重の移童舞毒ξできない」　ということをi避叛い

たのである。その髭抜いた結果が，とび箱をまた

いですわらせ，饒で支えてとび箱から下掌）させる

という海蝕難式とび華客孝養導法Aにつな薄書っていくゆ

　私は繭稿で，支持跳躍運勇の特性として是→手

　足の交互性を振擁し，髄走一踏燐撃）一策i空中

局藤一著手一第2空中織癒一蓋地という各局藪の

中でも，とりわ隷着手馬面が重要であることを強

請1、た。鐸雛羅跳びや閉騨跳びのような隣り返し系

の技においては，鱗走一踏燐馨によって生じた養

方左右鞍懸転を，鋭い手の突き放しによって，逆

に後方への左右軸羅転に綴彗かえてやらなくては

ならない。この馨り返しによって，　われわれは蕩

につんのめ辱そうになった身体を起こし，安全に

着地することができるのである。多くの專錫家が

この養手局藏のことを，ゼ競によるジャンプ藁と

かヂ支持跳躍運鐵1の生命藩などと縛んで，その機

能の重要さを強請しているものもこのためであるG

　したがってこの蕃手局藤よ，翻1紙醗弓腕
を支点とした｛本重毒多鶉．まといった幸轟極舞紹なもので

ばなく，もっとエキセン鴎ックで爆発的な籠反

感が，より具｛奉鶴にいえば，　とび筆醤の背をノ寸一ン

という大きな音を立てて難くほどの強い勇作が要

求されているのである。この著手局藏の構造と機

能については，すでに專臨的に瞬らかにされてい

るが，まだ一般的な認識とは言騨難いようなので，

後で簡単に該鋒翳することにする。

　さて，以、しに述べたような支持跳躍運動について

の予備知識をもとに，子どもたちのとび箱運動を

見るとき，そこでは向出氏が見えたものとは憲ず

と違ったもの撃見えてくることは当然である。し

かし私は，露出氏の見たことが闘違っているとは

思わないのである。なぜならば氏1ま，ある長さの

とび寒蓉をなんとか跳びこさせようというねらいの

もとに，跳べない子の開講とびを莞た紛であ弩，

そのような麟提をもって見れば，確かに脇（厳密

には手だが｝を支点とした体重移動ができていな

いと見えることであろう。したがって，そこから

出てきた指導法も，支持跳躍運覇の本質的な特性

である手．足の交互性を俸蓄響させる部分力｛，欠落し

た方法にならざるをえなかったのである。

　教麟は，子どもたちの運動が系統的に発展して

いく道憲毎を霧鐘窪にとらえておかなけれ1求ならない。
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飯にとび箱をとびこすことが出来たなら，次はそ

れがどのように展麗していくかの見通しを持てな

くてはいけないのである。　5分で跳び越えさせた

からといって，その後の指導が，つまり先ほどの

嘆つの光景でいえば，AやBの子どもたちの指導が

できないというのでは，やは警醒るのである。逆に

言えば，　とび籍を跳びこすということには，ある

程度の時潤がかかったとしても，子どもたちの中

に支持跳躍運動のための確かな技能が身について

いくのであれば，一つひとつの運動の習熟という意

味での発展牲も，はたまた授業の深まりといった

点からも，そのメリット1まはかり知れないものカず

あると考えられる。

　陶猛重氏の方法は，　（⊃の子を8に変えるだ段であ

る。それは誰よりも氏露らが蠢愚めている点であり，

それすら教締の常識1こならなかったのはなぜかと

いう氏の潤いの重大さも充分筆墨解している　（8，

Pi（》〉。　しかし最透翼よわ力虜露においても，　肇浮しい

運勇学的な講究に支えられた器械運嚢の捲導理論

が，次々と公にされてきている。さらにこれらの

講究成果が，醗甕譲文というスタイルではなく，

馨々の手濤導実髭交の中で立ち現れてくる巌々な問題

1こ婁｝して，　とりわけ玉璽動の具｛本舞勺な見抜き方1こ玄書

して，わかりやすく紹介されているということに

注聾すべきである。ここで1ま，運動の構造体系論

に裏づけられた系統的な段踏振導によって，子ど

もたちがCからBへ，BからAへと着実に上手に

なっていく詣導法が数多く説購されているのであ

る　（尋，5など〉。

　われわれが，とび箱運麟についてのそうした振

舞法を求めていくため1こも，　ドグマ費二した古い凝

念枠を破って，すなわち，とび箱を跳ばせるため

にではなく，よりよい支持跳躍運動を子どもたち

に身につけさせようという立場から，曇食めてとび

箱運動の授業を再考していく必要があろう。

（灘　‘‘できる’学ことの意蘇1

　病患氏を中心とした教育披講法舞群と運動では，

できるということに主軽褻を置いている。これに対’

して，「ただできさせればよいというものではな

い，できなくともその活動そのものが天綴だ」な

どという撰：判が浴びせられることがある。私もこ

のような無責任な立場からの撹醤を容認するも

ので1まない。逆に，できないでべそをかいている

子どもたちを、なんとかできさせようとする点につ

捻87葬3舞

いては，　磨醒嚢氏とまったく1韓εである。　しかし

氏は，運銚ができるということをどのようにと

らえているのであろうか。プ臓の教麟という農薬

を奏子んで｛吏う轟巽聾氏であるが，タ箋動ができるとい

うことについての氏の認識は，残念ながら未だア

マチュアの域にとどまっていると震わざるをえな

い。以下にその理由を遠べよう。

　よく器拳簸1運動は，　できるできない力鷺まっきりし

ている種目だといわれ，その愚昧では評慰しやす

いと考えられているが，それは器械運動を葬常に

皮椿的にしかとらえていない。器械運i勤の技が，

…般にできたといわれるのは，援課題が，すなわ

ち運動の形態的機絞要素が達成された時をいう

確認：さか、Lカまり毒ず圭1寿ξれたなど）。たしかにこ

の段陵1こ到達した時には，誰の欝から発ても購ら

かにできたといえる。したがって，できた時のう

れしさや感激も大きい。このことは，次の鉦達の

ための学習活動に越して，積極的に取り緩むよう

になる大きな原動力であり，体育の授業として大

きな意華表をもっているといえる。

　ちなみに運動の形態的構成要素というのは，そ

の鼓がどんな課題をやるように義務づけられてい

るのかを見るための揮点である。　したがって，　こ

の要素から運動を躄るとその運聾が成立した（で

きた〉　のか，購む鳶1しなかった　（できなかった，　あ

るい1ま響彗の技だった／のかは，蔭ずと購ら赤縄こな

ってくるのである。この要素は，さらに身体が器

械に嬬してどのように空幾的に転位するのかとい

う体勢変化要馨（運動面，運動方陶）と，器械に越

して転位する身体がどんな姿勢になっているのか

という姿勢変化要露（器械1こ対する身体の食きや

藤，握辱方，運動の空時規定〉に分けられ，運嚢

の課題牲を規定していく。

　これらの拠点から羅騨跳びという技の課題姓を

規定してみれば，文部省蔑絡の長いとび箱を聡騨

舞髭びで跳ぶのと亨　タイヤや入事あるいは餐琵いとび

箱を跳ぶのとでは，麗襲i跳びという技課題の達成

具合いに縛の違いも見いだせないことが，容易に

理解されることであろう。

　われわれ1よ，教樗となる一一つひとつの運1動に鱈

して，このような立場から，その運聾の課題姓を

舞穿麺窪にしておく必要があるのである。　しかし一一毅

には，学校体育で購いられる教材の課題牲は，購

らかにされてお弓申その意味では事このレベルで

のできたできないは，教麟と子ども，あるいは子
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ども瞬士の黙で，共通理解を得ることが可能なこ

とがらである。逆に言えば，｛薄も教麟としての観

察舞浸を磨かなくとも，誰にだって見えることなの

である．もちろんそうはいっても，そもそもさか

一｝二寿ぎ馨　とはどんな蜜支なのかも1諾らない者には，　さ

か一ヒがりができたかどうかは分かる由もない。し

たがって，運動の形態的構成要素というのは，運

動を見る。ヒでの最低藝艮の“知嚢であるといえよう。

　しかし，技を購絞する要遜には，もう一つ大｛野

な点が残されている。それは運動の技緯繁勺講絞要

素である。ある技の運動技葬重とは，その技をより

合理的に行うために生み出され，そして公共的な

性季冬を帯びるようiこなった，具体的な身｛本垂桑作の

やり方である。したがって，それが完壁に駆穫さ

れれば，その技ξま葬の打ちどころがない実施とな

ろう。

　ひとつの技には．必ず2つから3つの大窮なポ

イント　（運動蜜麦補鈴が存窪する。たとえば．低金集

棒における踏綴りさか上がりの場合には，溝角減

少披講と縁転麟舞妓徳という2つの技衛が，確認

されている。…般にさか上が吟の運動課題は，身

体の上方移動と後方回転によって果たされる。踏

隣りさか上がりにおいてもその課題性は瞬¢であ

るが，踏綴り動難によって，その課題は，懸垂姿

勢からのさか上がりよりもはるかに容易に達成で

きる．このような技課題の玉垂威の大きなネック1こ

なっているグ〉は，身体の土方移動後のバーを軸と

した後方懇牽雲に移る局蕪1，わか蓼）やすくいえば，

バーにお腹がかかるかどうかのところが，捲導現

場でももっとも開題とされるところである。この

局面に至るまでの髭否は，肩角減少披講の使われ

具合いに大きく依存しているのである。

　金子瞬茂氏は，この露角減少技術をさらに

　　i．醜屈紳による肩角減少妓籍

　　2．振り上げ建．による欝角減少技季蕎

　　3．鍵暮露り是による肩角減少技鶴重

に分け，これらの3つの妓籍が相互に動け合って，

体重心の上方移動と後方國転を有魂に促進してく

れることを護兎き離している　（5，P窪s｛勢。

　このさかま二がりの｛羅でも購らかなよう1二，それ

ぞれの披講の使われ具合いによって，さか上がり

の全体経過もことごとく違ってくるのである。先

ほどの形態構絞要素から見れ1ま，　さか主力蜜りの上

がれた，．しがれないはまさに○×式に評｛蒸するこ

と毒ぜできよう。　しかし，養璽婁彗を髪…る際に，　このよ

うな運襲の投縄諦辱権威要素を毒疑奏することによっ

てヤ　iクラス嶋入なら4窃垂琴のさかま1がりがテ鞭

の毒譲こ立ち現れてくるのである。技の課題性から

見れば，できないというグループに入れられた子

どもたちのさか上がりにも，バーにお腹がかかる

までにもまだかなりの嚢妻問を要するものもあれば，

罷嚢警なくできるに違い，　もう一歩というさか一とが

弓もある。また，できたと半彗定された子どもたち

の中にも，よじ登るようにしてやっと上がったも

のからナ風先まで美しく檸ばしてふわりと舞い上

がるようなさか．とがりまであるのである。こうし

た懸々の運動経過の織かな違いが，教締の昌に見

えてきた時，はじめてそれぞれに癒むた的確な指

示や，適宜な誉め霞ト葉が葦｝萎髭となるのである。こ

うした経進をたどりながら，教錘の運動をみる馨

はヤ古くからわ毒ぜ蟹の芸道奮峯行で言われ・てきた，

いわゆる礎の乱から磁の醜へと変籾始

めるものと考えられる。

　ある技ができるということを幾雛つつ，その隻i，

教癖は子どもたちの運勇から簿を観るのか，ある

いは侮を拠点に観るべきなのかということについ

て遠べてきた．向出氏がそのとび籍の指導方法を

案出するにあたって，拠点とした概念短なるもの

が，実は醗輝跳びの運動形態構成要素からのみ，

さらにいえば，ある媛摩各のとび籍を麗襲1跳びで跳

びこさせるという枠組みのみから出発したという

ことは，すでに気づかれた透りである。

　運鶉を観る隠に，運勢の形態構成要素からだけ

ではなく，その妓籍的構成要素という，より高次

の“難”から観ることによって，義者だけに昆べ

れば，はるかに纏iかい見方が薄能1こなる。　しかし，

つかの縫もとどまって1まいない運動を，本i当の意

味で観るということは，実はそれ懸ど簡単なこと

ではない。そこにはさらに，教鍾馨らの運動経験

や運動共感能力との鶏題，あるいは先入観を誹し

た観察態度の開題などなど，なお多くの開題が残

されている。残念ながらこれらの問題に立ち入る

のは，本稿の主題からはずれることにな弩，また

郷よりも葬才にしてできない。ただ，これまで達

べてきた運動ができるということ，あるいはそれ

をどのように観るのかという立場を明確にしたこ

とによって，以下で透べる小山実践を譲突する立

場が畷らかになったことと思われる。

璽　小出実践の考察
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　小出氏の今國の一菖連のとび箱授業のねらいを端

的にいえば，ゼわ一い，とび籍跳べた」から「こ

んなに上手に跳べた」である。このような授業を

具体的にどう行うかを考えていくにあたって，私

はまず，小出氏のクラスの子どもたちの実態をお

難きした。その結果は以下のようであった噛

・竸騨跳びも醗聯跳びも跳べない子5名。この子

　たちζまとにかくなんでもいいからとび寒舞を跳び

　たいという。

・醗駿1跳びができるが，麟慧鐸跳びができない子9

　名。この子たちは欝ll輝跳びを跳びたいというゆ

・どちらもできるf蛇毒ま，　もっと高も藁とび箱を跳び

　たいと考えている。

・そして，とび籍を跳ぶ時に注意するポイントと

　して，手をつくところをできるだけ講にすること，

　突き離しを強くすることの2点を挙げている。

　こうした子どもたちの実態を麗いた一髪で，私は

小灘氏に次のようなことをお話したのである。
　　　　　　　　　　　　　なま締譲合いの内容をできるだけ生のかたちで再現

　　したほうが，実践に寄与するところは大きい

　　と考え，小乱舞氏の了解のもとで，あえてこの

　　ようなrl謡講のまま掲載した1

懐石／　いま跳べない子どもたちでも，騰騨と

　　　　びも搦輝跳びもすぐに跳べるようになり

　　　　ます。問題はその後，どんな懸に発展さ

　　　　せていくのかという点にあります。これ

　　　　までは跳べるようになると，次々によ辱

　　　　高いとび籍に鍵戦させたり，懸の技を行

　　　　わせた零するのが一般でしたむたまに，凝

　　　　じ離鼕鼕跳びの発展を考えた授業の｛羅を難

　　　　にすることもありますが，そこでもたい

　　　　ていは第i空中馬面から着手に至るまで

　　　　の姿勢規定を，つまり俗に承平跳びとか

　　　　余導め跳びとかいった，　ある意嚇ミでは享馨常

　　　　に古くさい課題を子供たちに課して，こと

　　　　足れりとするものがほとんどだと懇、雛ま

　　　　す。

　　　　　ただとべた跳べたというのから，さら

　　　　に発展して，もっと、L手に跳べるというと

　　　　び籍の季受業をお考えなら，少なくともこ

　　　　れまでのような形で発展の方露玉を考えた

　　　　のでは薩1肇くありませんね。鐸舞羅ノ卦学絞

　　　　の命懸の薇究テーマが，喰ら饑い，其

　　　　に高め合う授業の麟造」というのでした

　　　　ら，購騨跳びなら雛謙跳びで，水平灘騰

著麗7葺3薄

　　　とか斜め羅縁なんていうのではなくて，

　　　先生のクラス子どもたちがやる鷺聯跳び

　　　が，それぞれみんな違うということを，子

　　　どもたち衰勢でわかるというようなこと

　　　ができないものでしょうか。

　　　　ただ跳べた，跳べないなん無縁のは，

　　　■子どもたちだってすぐに分か警ますよね。

　　　そうではなくて，誰々ちゃんのはなにか

　　　ふわりと浮いた感ごがしたとか，懸の人

　　　のは音も立てずにぴたりと着地したとか，

　　　そういう見方が子どもたちもできるように

　　　なるんじゃないかと思うんですGもちろ

　　　ん懸々の運聾が，そのように質的に高ま

　　　っていくことが大難提です1ナれども。そ

　　　ういうことが分かるようになると，子ど

　　　もたちのとび箱運童舞に媛する懸纏基準が

　　　変わってきまずから，5段を跳べる人よ

　　　りも8段を跳べる方が一圭二手なんだという

　　　ようなことを言わなくなって・嚢分の墨璽

　　　動も他人の運難も，　とてもi織かく見るよ

　　　うになると懇、います。

　　　　たとえば今までですと，とび箱の苦手

　　　な子どもに，授業の全体的な展霧を合わせ

　　　たとしますね。そうすると得意な子は，

　　　なんだまた欝鐸馨跳びを跳ぶだけか，　という

　　　ような不満げな顔を見せたものですけれ

　　　ど，ひとたび運勇の質的な灘が変わって

　　　いくおしもしろさに眼がいくようになると，

　　　クラス全体としては灘灘跳びという共選

　　　の技に取り繰みながらも，懸々の§穣は

　　　それぞれ違っているというようなことが

　　　起きてくると思うんですね。

（小出氏1　それは懸溶そうですけれど，具体的

　　　にはどんな内容の授業になるんでしょ

　　　うねえ。できるだξす大きくとか亨　きれい

　　　にとかいっても，どうしても子どもたち

　　　の関心は，諾いとび籍へといきがちなん

　　　ですよね。

（白石／　その遜りだと思います。ですからこん

　　　な点1こポイントを置かれたらいか海嶺でし

　　　ようか。先生もよくご存じのように，私

　　　たちがとび籏運動を評慰する繰の第iの

　　　ポイントは，第2空中局面ですよね。第

　　　2空中局藤には，たいていの場合，その

　　　技の中核的な議題盤が含まれています。
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　　　　たとえば，開輝跳びといった場合に，

　　　踏み馨った後，着手するまでの懸でどん

　　　なに醐聯姿勢が保てていても，第2空中

　　　局覆1で騨を馨む，膝をかかえこんでしま

　　　つたので1ま，それはとうてい靉靆跳びと

　　　1まいわないわけです、言い換えれば，　と

　　　び籍運動の亜否は，この属面でできるだ

　　　け雄大に，かつ美しくその技の課題姓を満

　　　たしていくかにかかっているといっても

　　　いいと思います。安全な着地ももちろん

　　　大燐な要素ですが，それだってこの第2

　　　空中羅面で，すでに着地のための先取り

　　　動作が準備されているから再議貧こなるこ

　　　となのですから。

　　　　器械運i覇海蛍競技形態をとったものみご

　　　体操競技ですが，そこではとび箱の代わ

　　　りに跳馬という器械が使われています。

　　　その跳，馬運麟の発展受をたどってみても，

　　　そこで鏡われるのは，第2空中局面で

　　　人と違ってどんなことができるかという

　　　ことなんです。もちろん，美しい姿勢や

　　　安定した養地を前提としてですけれども。

　　　確かに跳馬の方でも，以毒奪は養手持の体

　　　勢について，やかましくいわれた翼寺銭も

　　　ありましたが，最遜iではもうそんなとこ

　　　ろに懸魑グ）餐定基準を置くようなことは

　　　なくなってしまっているんです。

　　　　もう少し具｛水毒鱗こ申しあげますと，■子

　　　どもたちが，とび箱から鞭に跳びお陰る

　　　最中に行えるいろいろな動きの変化は，

　　　基本的には支持跳躍運勇においても構馨

　　　ようにできると考えたら静かがかと思う

　　　んです。つまり醗騨跳びでも閉謙跳びで，

　　　もけっこうですから，着地の安全性を保

　　　証しながら，それぞれの第2空中局露で

　　　子どもたちに馨密にいろいろな婁蟹乍の変

　　　化をさせてみたらどうでしょうか。

（小出氏／　いろいろな動難の変化というのは，

　　　たとえば手を轟く挙げるとか，麩諺をきれ

　　　いに紳ばすとかということですか。

（撫石1　そうです。先ほども申しましたように，

　　　ある高さのとび籍から単純睾こ跳びお陰る

　　　葬祭にできることは，そのとび籍を購騨跳

　　　びや擬灘跳びで跳びながら瞬ごようにで

　　　きると考えるわ1ナですから，子どもたち

　　　は私たちよ琴も，もっと馨由にたくさ

　　　んの変紀を考えるんじゃないんでしょう

　　　か。

（小出氏〉　葬常に興味深いですね。私も以前，

　　　2年生の基本の運動の授業で争鉄棒を器

　　　械運嚢の鉄棒としてではなく，基本の運

　　　動が育つような場として，マットやとび

　　　箱，踏雛娠などと緩み合わせて授業をし

　　　てみたことがあ吟ます。その際に，軽と

　　　も名前のつけようがな熱ような運嚢が，

　　　1薄十種類も畠てくるのを発て，子どもた

　　　ちの発想の柔軟なことに改めて驚かされ

　　　たことがあ警ます。

僚石／　あれは私も縁んとうに驚きでした。あ

　　　の時の子どもたちの動きには，はっと教

　　　えられることがたくさんあ雛ましたねΦ

（小出氏／　もう一つ先生の論文の申に，器械運

　　　動の教青青勺｛懇嚢嚢グ〉一つとして，　動きの舞毯

　　　力の養絞があると書かれていましたが，

　　　さきほどのようなことを主題にして，とび

　　　箱運璽1の教材ぼとを考えた場合に1塞，この

　　　点についてはどうでしょうか。

（青石）　異｛奉的1こどんな形で授業されるかがま

　　　だよくわかっていませんので，正確には

　　　申しま餐デられ．ませんが，いつも安全に1養

　　　地青書できるということを鳶奪提1こした＿kで，

　　　第2空中局面で嶽分の姿勢を多懸に変化

　　　させられるというヂ〉は，支持跳躍運甦全

　　　体の，とりわけ蕃手技徳の上達に支えら

　　　れではじめて可能となるわけです。です

　　　から，空中で姿勢を様々にコントロー簿

　　　できる能力や，自己の身体についての姿

　　　勢や建直などに蝿する内部感覚への気づ

　　　きの能力が育ってくるんじゃないかと思

　　　います。それに養地の先取り能力や，着

　　　地のショックを柔らかく畷耳翼しょうとし

　　　て現れてくる運勇弾性などといった，勧

　　　きの質的な陶．とが見られるようになって

　　　くると思います。

　　　　もちろん，こうした麟きの能力の養絞

　　　が，スポーツ領域として行われるとび籏

　　　授業の第一義とされるべきではあ警ませ

　　　ん。あくまでも第2空中局癒での多様

　　　な変貌と安定した着地の面白さや狭さ

　　　に気づかせることで，悠然に墨てくる
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　　　　子どもたちの農発的で麟造的な取り績み

　　　　から生まれる，器械運動本来のたのしさ

　　　　を味念わせてやれる点1ここそ，　こうした

　　　　形でとび籍運麟を教樗化するメリットが

　　　　あると懸、っています。

　以上が，ヂただ跳べるとび箱運動から，もっと

上手に跳べるとび箱運鶉へ」といラテーマに沿っ

て，駐繁年，ノ墾縫王氏と糞霞台雛をもった餐寺の撮要であ

る。小山氏は，私の書いたi難講とこの時の話を参

考にし，これまでの授業の開題点を次のようにま

とめられた。

．跳び越せるようにすることに最大の関’むだ鶴隷

　られ，εどう跳び越すか3についての追求が不

　足していた。

・子どもたちが工夫して取弩緩める余地がなかっ

　た。

・きりかえし機能の多いドできるだけとび籍の先

　に著く」跳び越しから掃い，この越し方が中心

　であった。

．最蓄票とする動きを「ターン，　タン，　タンゴとか

　「強く突き放す」などの善葉で激したが，子ど

　もたち1ま，異・｛奉納にとらえにくかった。

このように購題点を整理した上で，小熱氏は

警手してから養墨寇するまでの聾きに馨を海酵，

より大きな璽綴乍の安定した腕立て跳び越しを

めざして勘定から着地までの一遠の動きを塞

ら』工夫して行くことが鑛来る授業

をめざしてとび箱運勇の教赫銘を行った。そして

そのための具体的な手だてとして，次の5つの点
を蓉霧惹したので’ある。

／巽　跳び越すものはなんであれ，是→手→足の交

　互性を保って，安全に着地できさえすれば窪い

　という考えに立ち，だれもが跳び越せる入、鶏や

　ε長さ」の短いとび睾嚢を積極錘糞こ本書舞窪してい

　く。

／2！自分に合った越し方が選べる様に，濃き，薩

　き，　長さ毒婁違うとび寒露をも浅くつ寿と醗意する。

！31　できる騒茎立てとび越しで，書手してから着多趣

　するまでの動きや姿勢にどんな変化を簾えるこ

　と寿ぐできる力蓮匙戦させていく。

縫／　その畢祭，手・駿iの重彗きや体の向き，あるいは

　これらの緩み合わせから変化を擁えることがで

　きることを確轟馨し，工夫する塗疑点を購確にす

欝87年3薄

　る。

麟　騰立てとび越しの食し悪しを，かっこうよ

　さ，．亙夫，それに安達の度合から確かめさせ

　る。

　5時羅舞こわたるノ卦琶至氏の隻醤菱は，　このような基

本的なコンセプトのもとに，それぞれ次のような

各時懸毎のねらいをもって行われた。

　i時繕窪露　 できる越し方で養手してトから養主題

　　　　　　　するまでの動きや姿勢を工夫す

　　　　　　　る。

　2時間難　リズムに変髭を粧えて，着手して

　　　　　　　から養地するまでの動きや姿勢を

　　　　　　　工夫する。

　3時開講　いろいろな越し方で，著幸してか

　　　　　　　ら養飽するまでの鍮きや姿勢を■11

　　　　　　　夫する。

　を5時縫舞　発表会に海けた練醤と発表会をす

　　　　　　　る。

　ちなみに，i時懸欝と2時懸藝1は昭報償年度の

羅縁小学絞の公縣授業として行われ，多くの参観

考の見守る中でのものであった。以下，本稿では，

とくに1時闘羅と2時響雛に壁られたいくつかの

点1こついて考察していくことにする。

t　小出実践の穰葭さ（第工特／

　小出氏は奉持のは診めに，これから5時麗にわ

たって背われるとび箱運動について，子どもたち

と次の点裟ついて確認した。

　・是→手→足の纈序姓を保つこと。

　・ぴたりと安全1二一着地すること。

　・跳び越すものは侮であっても，とにかく朧立

　　て跳び越しをすれはfよいこと。

　このように小山氏は，購馨黍跳びや醗聯跳びとい

った具合いにとび方を鰻窪しないで，支持跳灘運

動の俗称ともいうべき，“醗立て跳びこビとい

う言葉を購い，その課題｛窪を子どもたちにしっか

りと認識させたのである。溺の言葉でいえば，少

なくともこうしないと醗立て跳び越しとはいわな

いという，騰立て銚ぴ越しの外逡構造を確認．させ

たのである。したがって，この課題性の中で子ども

たちは，とび籏の姦さや長さといった物理的なし

ばりや，ある跳び方に要求される特殊な姿勢規定

に糞垂して，　まったく議藍墾なのである。

　とび革嚢といえば「ああ，おしりがひつかかる，あ

のとび籍力慧といった難董もちで叢覚響窪を馨翼》ていた，
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いかにもとび籍が苦手そうな数名の子どもも，長

さやi葛さに1まこだわらなくて喪いということを聞

いて，それならなんとかなるかなといった表奮撃二

変わっていったのが郎象的であった。

　こうした脇立て跳び越しの基本麟な構造の理解

と，安全な養地について死しい認識を持たせるこ

となしには，次にくる小旗氏の発闘ヂきょうは，

ただの醗立て跳び越しではないよ。手を突き放し

てから着地するまでにいろいろな麟作を入れてみ

よう」は，ある愚妹では大変亀験な発羅ともなり

かねないのである。この点についての子どもたちへ

の霧知徹底があったからこそ，どの子もそのレベ

ナレに毒害じて，安全に葦主意しながら，自分の考えだ

したいろいろな跳び方にトライするという，葬常

に活発で麟意にあふれた醜立て跳び越しの練習へ

とつながって瞬くのである。

　議霧を潅冬え，簿単な準備運麟の後で，垂受業は次

のような織嚢序で展拝舞された。

1麟　とび箱の。。ヒから，いろいろな重瞬肇を綴えなが

　ら跳びギリ，ふわりと養地する。

　ここで子どもたちはまず，手をいろいろな場醗

でたたいた弩，騨を饑いた鯵，かかえこんだ弩，

あるいはひねった弩といった，思い思いの動作…を

療えながら跳び下弓た．この時点では，葬常に多

くの異なった跳び下鞍が見られたものの，子ども

たちの関心は，もっぱらその跳び一下り方に集中して

おり，安全な養地に帰しての注意はまだ欠けてい

た。しかし小鶴氏の紅からだ全体を使ってふわっと

下りなさい」の指示の後では，子どもたちの跳び下

り動作の中に柔らかい着地に蠣する明確な先取琴

動｛乍が晃られ，またその結果，養地動作そのもの

も着地のシ葺ックをうまく緩籍したもグ）に変わっ

ていった。

（21続いて，蒼手技能を禽上させるための予備的

　運聾が，魏立て俵臥姿勢での露季ジャンプに始

　まり，うさぎとび，連続馬跳ぴなどの瀬で，入

　念に繰り返された。

　私は，はじめにとび籍が苦手だといっていた子

どもたちの，この段罐での手によるジャンプ能力

を発て，この直後に，小謹撰が数分の鰯鮨導で，

その子たち全員を靉靆跳びで跳べるようにするこ

とを，容易に予濾することができた。

13）全轟が，それぞれ寡分で選んだとび籍で，第2

　空中騒嚢にいろいろ二£失した動｛乍を擁えながら，

　5分ほど練習した。

　その嚢寺の私のメモによると，跳び方そのもの纏

魏縁跳び，靉靆跳び，そして‘鉛直運動繰1ま経過し

ていないものの娯蕪云鬚髭びまがいのものの3つの系

舞があった。しかし，それぞれの第2空中織癒に

おいて，手や足をたたく騒数やその場所，ひねり

の度合，からだや輝の騒げ縛ばしなどの多彩な変

化が績み合わされ，実に29種類以上のオ弓ジナル

な跳び越し方が晃られたのである。

愛在の器械運動の源流が，ヤーンのドイツ鱗に

求められること1ま周知の選1りである．ヤーンはノ・

一ゼンハイデ織8蔓年，はむめて体操場を購設し

たが，その時の活気にあふれた，楽しい活動につ

いて，「この運動1ま誰が最初1こ考えだしたのか，

誰が祷めて歳功したのか，誰がすばらしい穣範を

やれたのか，いちいち正確に輻告できないと藤’，

その｛本操場の蜜美捧で復｝の上がり方書こ成幼し，さら

にそれをi32の撫こ変姥させたとも跨ことを遠べ

ている3（3，P．9：2，s．鷺｝Qこのような翻意

と一1二夫にあふれた活勇こそが，まさに器械運動本

来の藪自さなのであ弓，小露氏の実髭隷こは，それ

がいたるところで発られたのである。

　授業を参観した立場からこの実践を一書でいえ

ば，「実に嚢融い」授業であった。これは授業後

に行われた醗究会の癒。墨1でも多くの参観者から鐵

された感想でもあった。さらに子どもたちの授業

ノートを読むと，ほとんどの一子どもが1まっきりと
‘4 ｨもしろかった”と書いており，さらに‘‘いろ

いろ思いついた’｝，“早く自分の番にならないかと

思った”などの言己達が続く。子どもも教騨も，そ

して参観者も慰むた‘峯おもしろざシの源泉は，ス

ポーツとしての器葡嚢運重彗毒婁本来もっている遊，戯養生

を．授業の中に充分反駁したためと考えられる。

　遊びと雛うもの1ま，ある一一定のルー影と瞬時に

藍1由さがな診れば繊立しえない人縫特有な行為で

ある。そしてまた，その縫由さがなけれ1ぎ，独倉醤も

11夫も鐵てくる余地はないのである。醗輝跳びが

跳べないといって，小霞氏の綴辱畦指導を受けた5

名の子どもたちが，この時麗が終る頃には，跳び

拳冬えて「ねえ，払いま空中で，ウサギの耳をつく

れたよ」といって，にこにこしながら戻ってきた

のである。こうした姿が，この時縷のすべてを勅

語っているといえよう。

2．蒼手機能についての誤解（第2時！

離時の子どもたちの授業への取箸緩みや跳び方
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を受診て，小山氏は2時縫聾のねらいを

　縫｝　もっと第2空中薫｝霧嚢での変でとを

　（2／饒饗でもそれがで’きるように

　13！リズムの変化をつ締る1これまで多くみら

　　れたバーン，バーン，バンという跳躍毒ナズム

　　に短して，養手盛置を手麟にすることで第i

　　空中局麟を煙くし，パッ，バーン，パンとい

　　う跳躍リズムの跳び方もできるように／こと

とした。

　ねら“の義1と1211二ついては，子どもたちは麟時

以圭渚こ■二夫を簾え，積極震勺1こ取り縛んでいたが，

13紛害ナズムを変えて跳んでみようという段になっ

て，葬常なとまどいとつまづきを見せた。とくに

とび籍を得意として，簿か新しいことをやろうと

すると，真っ先に鐵て瞬くような子どもたちがつ

まづいてしまったのである。中には亀うく頭から

転落するような男の子も数擁あった。あれほどス

ムーズに流れていた授業に，どうしてこのような

停滞が捜1てしまったのであろうか。

　後で小出氏も気づいたところであるが，i着手｛立

蓋を手麟にしなさいという振示をしたにもかかわ

らず，踏｛毒叛の｛窒置がそグ）直蔚まで練習していた

昼型の時（2む～灘騰程度〉のままであったのであ

るe　したがって，かな玲のスヒ。一ドで勘考してきた

千尋愚な子力粛，警手した瞬無難こは，　すで1こ善事盤錯よ

り薄1に肩が鐵てしまってお弩，支持跳躍運動の藍

否を決定する突き手の機能を働かせようもなく，

頭の1重うからつんのめる結果になってしまったの

である。

　支持跳躍運勇では，踏弱りから蕎手に至るまで

の鶏に，多かれ少なかれ蔚方の左右軸暴転が起こ

る／麗iでは約§魯度／，この前鬱した身鉢を再び

直立懇こ戻して媛方への締媛の左麟輾転／，

安全な蓋地に導くのに不可欠な饑きをするのが，

着手舞｝癒なのである。そしてその機能が有交熱こ難

く籍露は，麟iに示された遠弩であ鰺，授業中に

も晃られたように．あま辱にも踏切り緩と着手縫

置が遍く　麟蓄　　　　　　　　鐘
　　　　　　　　　　　欝秘判
では，養　　　　　　　鱗髄
　　　　　　　　　べ／　　　　、ノ助嚇
手持にす　　　　　　　＼　　一・・、

　　　　　　　　　　　＼
でに購の

角度がせ

ばまって

しまい，

手は体の
　　　　　　　　　文献憩，駐i2脅より

華麗7奪3罵

支点にこそなれ，、と体を起こすための鋭い突き手

と1まなり得なかったのである。

3　着手機能の養成をねらった閉欝跳びの段繕的

捲導法

　そ舞で捻，このように大｛雰な着手縁懸を子ども

たちにどういう方法で身につけさせていけばよい

のだろうか。本稿を華冬えるにあたって，麟鐸跳び

の指導の一簿を挙げ，その中でこの翼題の解決の

方禽を示唆してみたい。

　これまでのわが覆にお謬る多くのとび箱運難の

授業実践においては，鱒騨跳びが閉騨跳びに先行

して行われることが多い。とくに小学校において

は，その領海が額著である．つまり，鰻灘跳びの

方が靉靆跳びよ弩も難しいと思われがちなのであ

る。確かにタイヤ跳びや馬跳びの原初的な発生段

繕では，是→手→是という交互姓は顕著には見ら

れず，着手縁嚢もダイナミックな突き手というよ

りも，海癒氏のいうような綻を支点とした体重移

難程凄の，いわ塗る「またぎこし」が見られる。

　この羅から，雄大な神舞体勢を示す鰐舞跳ぴに

まで発展させられないことはないのだが，往々に

して，この「またぎこし3的醐鐸跳びから雛諺出

せないままになってしまうことが多い。これはこ

うした聡輝跳びを行う醗に，鋭い突き手を使って

上体を起こしてやらなくても，騨を聡き，腰を屈

げることによって突き手の機禽慧を擁｛裳させること

ができるため，一一応の課題性1よ達震されてしまう

ためである。

　しかし，醗鐸跳びの場合に嫁こうした突き手の

不影分さを襯1うような勧｛乍1まなび。　したがって，

どうしても疑しい突き手の披講を身につけぎるを

饗ないのである。饒騰1跳びができる子どもが，麗

筆畢跳び寿ずできないということ1ま1ゑとんどな㌧Σのに

薄して，その遂のことはいくらでもあるという事

実が，このことを類実に物語っている。

　支持跳躍運動の正否を決定する懸どの機能をも

つ突き手を強化するためにも，そしてそれを安全

に／事故が起きにくい弘め意鎌と，教麟がチェ

ックしゃすいステソプが組みやすいという2つの

意味をもつ／身につ1ナて難くためにも，次に挙げ

る葎彗のような，麗麩鐸跳びから導入するとび寒露授業

が，もっと早静時難から積極的に導入されてもい

いのではないかと考えられる．
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＊閉嚢攣跳びの搬導法の一例

ステップ薄　基礎技能の養成

　これは主として，突き手の基礎披能給養繊にし

ぼった指導擁である。教騨はこれらの簡単な運勇

を練習させる率で，クラスの子どもたちが，実需難こ

どのくらいの突き手鼓能をもっているのかを見嫁い

ておく必要がある。仮に小学校の高学年で，この

ような圭璽動がまったくできないとしたら，それ1ま

低・中学年時の基本の運覇の指導に聡題があった

と考えられる。

　窪｝　壁に1鋳かって薩薙宛を饒に盤彗まして直立し，

　　まず手と壁との距離iが，蟹紀猛程度のところがら

　　身捧を麟に燧し，手が壁に駐載たら，鋭く突

　　き敬し，　再び直立1こ戻る。

　　　この練習を繰き）返しながら，次第に壁との

　　距離を離していく。

　（跡　次に直立から轟是でジャンプし，属様な動

　　暮三を繰垂3返す。できるようになったら次第に

　　壁との獲雲離を離していく。

　　※この｛灘疲2／の練習はテ葬常に単純な運麟に

　　　！建えるが，曙町）返し系の跳び越しに必ず現

　　　れる，麟方左右軸羅転（身体の鋳鍵〉叶後

　　　方左右軸藝転（直立位へのもど粉を手の

　　　突き敏しによって行ってお彗，晦魏への負

　　　荷も軽いものから次第に強められるので，非

　　　常に魏果的である。

　｛31　2・3歩至愛｝達：して12｝と1溝む動｛乍

　纏！　うさぎ跳び。ひとくちにうきぎ跳びといっ

　　ても子どもによって，その運銚経過は実に様

　　々である。たとえば，講建．で礎望み｛灘って，離

　　に跳びながらほとんど簿立盤になり，なおか

　　つ雨霧で強く突き放して着地できる慧どの，

　　すばらしい突き手の技能をもっている養も

　　いれば，是→手の時懸差がほとんどなく，手

　　は1ほんのちょっと支えた程穫iグ〉ものまであ

　　る。

　　　い｝ダれにしてもこの段藝讐では，足→手州・建

　　の交互姓が認められるかどうか，続いて手を

　　突き敏した後の養地建羅が，着手位置よ鯵も

　　いくらかでも羨に趨るかどうかについてだ捧

　　は，よくチェックしておかなければならない

　　　巌21。

ステッフ2　予備技の練習
　この垂斐藝砦では，主として縦置きのとむ虻零露で，慧発

立て跳び民力§馨”トリ岩綿葉響￥さ衷る。この諺寺，　子ど

もた糧こ注意すべきことは，とび箱の手離こ手を

善き，とび籍のまん麟こ引いた線鱒も献こ跳び

乗ること，合わせて跳び乗った時の一と体がしっか

諺起きていることという2点である。

　1欝　その場蕊立て跳び一kが琴倒産がないので

　　2・3段程度でよい鰯3〉。
　！2｝数歩の勘走から綻i立て跳び上がり下り　（と

　　び籍は3から5段程度の高さで，娠紛涯意
　　点と合わせて，足畔手締是グ）琴ズムを「パッ，

　　バーン，パ鴻，すなわちできるだ磯紡左

　　右軸懇転の少ない，いわ塗るi型のリズムに

　　なるよう捲導すべきである。これは突き手技

　　能の蜘嗜に対して，鵬への邊灘な負荷がか

　　から雄ようにするための醗憲であり，いわば

　　初心者指導の常識である（図鑑〉。

懸2

葦

｝

醗3

’

二L

國4

支離塾，欝、i22よ鯵
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ステップ3　§標妓の練習（この段隆では予横置

　　　　　き蓬～5段を，　工塑の慧露立てかかえ込

　　　　　み跳びで跳び越す。）

　前の段蔭で，縦置きのとび箱に手前義手し，まん

中の線よ夢璃雛二高い姿勢で立てた書は，すでに横

置きのとび箱を跳び越えているのであ許），この点

について子どもたちによく建解させ，安心して跳

び越せるようにしておく。

　霞）　幕跡をつけた駿1立てかかえ込み鐸匙ぴ。

　　　はじめは2名の講跳者をつける。繋勤にあ

　　たっては，とび籍の建長線一壷二に体が入るほど

　　近く立ち，跳び越す方嚢の手で掘手の一髪魏部

　　を握り，跡建方海の手で極手の上麗離の裏鵜

　　を支えて，不癒の事態に備える。もちろん，

　　嬢手の跳び越しに合わせて，窪らも動いてや

　　ることは難燃である（緩麟。

　磨　駿立てかかえ込み跳び

麟5 @　　ご，ず
　　　　　　　　　　　　　　　　、、

　　　　　　　　　　　　　　　　蒐

文献欝，P．i23よ弩

lV　おわ琴に

　本稿は，篠島大学離籍小学校の小1き1一一五教諭が，

鉾年§蹴こ行ったとび籍運嚢の授業実践をもとに，

これまでのとび箱を譲…縁fせられれ1｛斐こと足れ弩と一女

るとび籍授業の鵜題点を指擢iし，その解決の方禽を

模索してきた．小嚢1実践のすばらしさは，参観し

た誰もが認めるところである。それ1ま，ノ」・融資の

教育にかける鋳熱や濃，厚な入秦糞もさることながら，

轟々のたゆま轟教纏講究のたまものと思われる。

　教材講究は，よ讐よい授業を露華遷していくため

の大繭提であることは，論を待たない。しかし，

それが往々にして表露的なものに終わ弓がちであ

ることもまた事実である。｛本音における教蓄オと1ま，

すなわち運動であるが．その運麟の構造や鼓捧眞こ

ついての正しい認識をもち，それをベースとして

最適な捲導方法を構築していくのが，棒育におけ

る教総講究に縫ならない。その際，どうしても不再

欠なのが，案燦に銀翼窪に展羅する子どもたちの運

簿87隼3罵

動を観るということである。

　スポーツ運麟の嚢的な徴表の鐙握を企図し，運

難モルフォ環ギーを中心とした運嚢学を購築した

マイネル麟¢1齢i，K．）は，名著「スポーツ運嚢学」

の中で，運動観察力について次のように遠べてい

る。「運動観察力は，音楽教纈が音楽を聴き分け

ることとまったく購様に，体鷺教麟にとって基本

良辱な，中核嚢簿な毒忌力である。｛薄ひとつ聴き分けら

粧ない者は歌や楽器演奏などで飽人を調練するこ

とはできるものではない。麗｝ひとつ髭叛諺ない煮

は運動経過を修鑑することができない。藩と述べ，

現職教鷺においても，教員養絞系大学においても

この運動観察力の誹霞的綴織的譲練が不可欠であ

ることを誕いている（6．峯〉．鯵孟以下；7，s．i36餐．）。

　しかし，わが馨の教曇養成系大学において，い

まだにこ鈴ような講義やゼミは，ほとんど購かれ

ていないというのが現選犬ではないであろうか。さ

らに，こうした纏織的な開題を云々する以蕩に，

この運覇観察について解決されなければならない

問題が数多く残されている。それを今後の課題と

して，本誌の終わ蓉としたい。
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